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★花火大会に関しては、今年は残念ながら中止になったが、来年は例年の倍となる１万発の花火を
打ち上げるよう提案したいと考えている。
阿波おどりに関しては、来年以降は、これまでのようなかたちで開催できればと考えている。
また、文化会館が耐震化のため利用できない状況が続いているが、耐震化の完了後には、まちを盛
り上げられるようなイベントを提案していきたいと考えている。

★若い皆さんから、イベントなどを提案していただければ協力できることもあると思う。

東　 正昇 議　長 
潮崎 憲司 副議長 

【司会・進行】 【会議に参加した議員】
上田 公司  議員（総務文教委員長）  梶　　達矢  議員（総務文教副委員長）
長濱 賢一  議員（生活福祉委員長）  前田ナツ子  議員（生活福祉副委員長）
高麗 裕之  議員（産業建設委員長）  小西　　努  議員（産業建設副委員長）

新型コロナウイルス感染症の拡大により、近年、花火大会・阿波おどりなどが中止となる
など、青春時代を送る中高生が友人と一緒に過ごす貴重な時間が失われた。 
鳴門市が実施する青春時代を送る中高生向けのイベント・政策はあるのか。 

※会議の内容を抜粋して掲載しています。

西原 大智 さん（鳴門渦潮高校３年） 
現在は県外の大学への進学を考えているが、いずれは鳴門市に帰って来ることも選択肢の
一つとして考えている。そうなったときに、子育て支援などの現金給付の支援ではなく、
無条件で市民全員に現金を給付する制度があってほしいと思う。そうすることで、給料と
は別の収入が増えるので、生活に安心感が持てて過ごしやすくなると思う。

林  怜花  さん（鳴門高校２年） 

ために今必要なこと～

高 校 生 会 議 令和４年８月２日（火）開催
場所：鳴門市議会委員会室

【
議
員
の
意
見
】

【
議
員
の
意
見
】

★県外に出た大学生の皆さんに地元に帰ってきもらうための施策をいろんな自治体が実施してい
る。その代表的なものとして奨学金を肩代わりする制度がある。奨学金を受けている方に直接お金
が渡るわけではないが、生活が楽になるし、地元に返ってくるモチベーションに繋がると思う。

★まずは、自分の夢に向かって頑張ってみてほしい。いろいろな障壁もあると思うが、その中でい
ろいろな制度を活用していってほしい。皆さんが帰ってくる頃には、鳴門市ももっとバックアップ
できる体制になっていると思うので楽しみに帰ってきてほしい。
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会議の趣旨

中川 小雪 さん（鳴門高校２年） 

多田 寛花 さん（鳴門高校２年） 
鳴門市の観光といえば、渦潮や大塚国際美術館など見る観光はあるが、体験型の観光が増
えていけば県外からの観光客や県内の方も来てくれると思うので、廃校などを活用して週
や月がわりで体験できるものをつくっても良いと思う。 

齋藤 啓吾 さん（鳴門渦潮高校３年） 

　高校生の視点から市民の声を市政に反映させることなどを目的として、高校生と市議

会議員がテーマに沿って意見交換を行う高校生会議を開催しました。

鳴 門 市 議 会
～住みよい鳴門市になる

【
議
員
の
意
見
】

【
議
員
の
意
見
】

【
議
員
の
意
見
】

★鳴門市の観光は大塚国際美術館や渦潮以外にもあるので、SNSなどで発信し、周知をしていけば観
光客に来てもらえると思う。廃校を活用するのは面白いと思う。お化け屋敷や宿泊体験をしていると
ころもあるので、これから考えていき、何かいい案があればお聞きして考えていきたいと思う。

★例えば、休校中の島田小学校の運動場にテントを張ってキャンプの体験イベントをしている。廃校
などを利用するなら徳島市の阿波踊り会館で体験できるような阿波踊りの鳴り物教室や阿波踊り体験
などができればいいと思う。

★鳴門市役所の職員は女性が多く、管理職も多いと感じており、他のところに比べて女性が進出し
ていると感じている。
生活支援策は増えているが、PR不足で必要な人に情報が届いていないと感じている。

★ここ十年で環境が変わり、女性が働きやすくなってきた。家族の理解と協力も必要であると思う
が、男性が育児休業を取れる時代になったことが大きな一因だと思う。ただ、日本は世界的に見ても
男女の賃金格差があるので、今後、格差が段々となくなってくる時代が来るのではないかと思う。

★近年、新型コロナウイルス感染症のため各種イベントが中止になる状況が続き残念だが、新規イ
ベントの開催などについては皆さんから提案していただければ、協力できることもあると思う。
まちおこし・地域活性化の企画を若い皆さんにどんどん考えていただければと思う。

★渦潮高校の UZUcafe については、生徒たちだけで企画・運営・販売などを行っており、会社経営
を模擬体験できる素晴らしい取り組みであると考えており、そのような取り組みを新たに検討して
いるのであれば、積極的に協力したいと思う。

ニュースなどで月給が少ない人の話を聞いて、女性の社会進出や賃金の問題に興味を持っ
た。女性の産休や育休について期間が短いと思うが、もっと延ばすことはできないのか。

今後、鳴門市と民間企業が連携して、まちおこし・地域活性化のイベントを開催する計画
はあるのか。例えば、各年代のニーズをマッチングしたイベントとしておばあちゃんと孫
のお菓子づくり体験や、母と子のメイクアップ体験、また、ひとりでも参加しやすい食べ
歩きなどの気軽なイベントも考えられると思う。 
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《 令和４年 第２回定例会の提出議案と議決結果 》

議案番号 議決結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

承　　認

　

原案可決

承　　認

原案可決

承　　認

原案可決

原案可決

報　　告

報　　告

議案第35号

議案第36号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第37号

議案第42号

議案第44号

議案第45号

議案第38号

議案第43号

議案第46号

報告第２号

報告第３号

報告第４号

報告第５号

報告第６号

報告第７号

報告第８号

報告第９号

請願番号 審議結果
所管の
委員会案　　　　　　　　件

請願第２号
「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」を政府に送付すること

を求める請願書
継続審査 総務文教

予算決算

総務文教

生活福祉

産業建設

予算決算

生活福祉

請願の処理

専決処分の承認について（令和３年度鳴門市一般会計補正予算（第10号））

専決処分の承認について（令和３年度鳴門市水道事業会計補正予算（第３号））

専決処分の承認について（令和４年度鳴門市一般会計補正予算（第１号））

令和４年度鳴門市一般会計補正予算（第２号）

令和４年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第１号）

専決処分の承認について（鳴門市税賦課徴収条例等の一部改正について）

鳴門市消防団条例及び鳴門市消防団員の給与及び費用弁償条例の一部改正に
ついて

徳島県市町村総合事務組合規約の変更について

業務委託契約の締結について（高機能消防指令システム及び消防救急デジタル
無線システム機器更新業務）

専決処分の承認について（鳴門市国民健康保険条例の一部改正について）

鳴門市附属機関設置条例の一部改正について

財産の処分について

継続費繰越計算書について（令和３年度鳴門市一般会計予算）

繰越明許費繰越計算書について（令和３年度鳴門市一般会計予算）

事故繰越し繰越計算書について（令和３年度鳴門市一般会計予算）

繰越計算書について（令和３年度鳴門市水道事業会計予算）

繰越計算書について（令和３年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算）

繰越計算書について（令和３年度鳴門市下水道事業会計予算）

弾力条項の適用について（令和３年度鳴門市モーターボート競走事業会計）

専決処分について（損害賠償の額の決定）
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●
議
案
第
43
号

　
鳴
門
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

鳴
門
市
児
童
福
祉
審
議
会
に
お
い
て
、「（
仮
称
）
鳴
門
市
子
ど
も
条
例
」
に
関
す

る
事
務
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
審
議
会
の
審
議
項
目
を
追
加
す
る
改
正

を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
鳴
門
市
児
童
福
祉
審
議
会

の
審
議
項
目
の
追
加
を

受
け
、
審
議
会
の
構
成
を

変
更
す
る
予
定
は
あ
る

の
か
。

【
答
弁
】
審
議
会
の
構
成
の
変
更
は

予
定
し
て
い
な
い
。

 

【
質
疑
】
行
政
の
役
割
を
明
確
に
し
、

子
ど
も
の
育
成
、
支
援
、

保
護
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
に
「（
仮
称
）
鳴
門
市
子

ど
も
条
例
」
を
制
定
す
る

の
か
。

【
答
弁
】
行
政
の
ほ
か
に
も
家
庭
や
学
校
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
連
携
を
図
り
、
よ
り
一
層
、

子
ど
も
の
育
成
、
支
援
、
保
護
な
ど
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
条

例
制
定
の
目
的
の
一
つ
。

●
議
案
第
45
号

　
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
及
び
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
業
務
）

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
及
び
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新

業
務
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
質
疑
】
旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
新
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
時
の
対
応
は
。

【
答
弁
】
１
１
９
番
回
線
を
迂
回
さ
せ
る

措
置
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

を
想
定
し
た
体
制
を
整
え
、
業
務

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め

た
い
。

 

【
質
疑
】
業
務
委
託
契
約
の
金
額
内
訳
は
。

【
答
弁
】
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
が

１
億
５
９
３
９
万
円
、
消
防
救

急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
が

９
３
６
１
万
円
。

 

【
質
疑
】
シ
ス
テ
ム
の
耐
用
年
数
は
。

【
答
弁
】
基
本
的
に
は
10
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
長
寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
、

耐
用
年
数
を
超
え
て
使
用
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

総
務
文
教
委
員
会

委員会審査

生
活
福
祉
委
員
会
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産
業
建
設
委
員
会

●
議
案
第
46
号

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
撫
養
町
木
津
の
「
な
る
と
ソ
フ
ト
ノ
ミ
ッ
ク
ス
パ
ー
ク
」
の
一
部
区
画

に
事
業
用
借
地
権
を
設
定
し
使
用
し
て
い
た
企
業
か
ら
当
該
区
画
の
譲
り
受
け

の
希
望
が
あ
り
、
令
和
４
年
６
月
７
日
付
で
土
地
売
買
に
係
る
仮
契
約
を
締
結
し

た
こ
と
か
ら
、
財
産
の
処
分
を
行
う
に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
質
疑
】
同
社
の
経
営
状
況
は
。

【
答
弁
】
売
上
・
利
益
と
も
好
調
で
当
該
区
画
の
購
入
に
至
っ
た
。

●
議
案
第
40
号

令
和
４
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

緊
急
支
援
策 

第
16
弾
と
し
て
、
国
の
「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
『
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
』」
に
即
応
し
た

市
民
・
事
業
者
へ
の
支
援
策
を
広
く
行
う
と
と
も
に
、「
な
る
と
周
遊
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業
」
や
「
消
防
団
員
処
遇
改
善
事
業
」
な
ど
、
本
市
の
将
来
を
見
据
え
た

重
要
な
施
策
に
か
か
る
予
算
を
計
上
す
る
も
の
。

【
質
疑
】
「
な
る
と
周
遊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」
の
「
カ

プ
セ
ル
自
販
機
企
画
」
に
関
し
、
カ
プ
セ

ル
自
販
機
の
設
置
場
所
と
ク
ー
ポ
ン
券
の

内
容
は
。

【
答
弁
】
淡
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
設
置
予
定
。
５
０
０

円
を
投
入
す
る
と
、
市
内
の
観
光
施
設
や
飲

食
店
、
土
産
物
店
な
ど
で
使
用
で
き
る
ク
ー

ポ
ン
券
１
０
０
０
円
分
、
３
０
０
０
円
分
、

５
０
０
０
円
分
の
い
ず
れ
か
が
当
た
る
。

 

【
質
疑
】
「
な
る
と
周
遊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
用
明
細
を
用

い
た
ク
ー
ポ
ン
企
画
」
に
関
し
、
県
外
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

入
り
、
鳴
門
市
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
出
た
こ
と
の
確
認
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

【
答
弁
】
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
機
械
で
読
み
取
り
、
確
認
で
き
れ
ば
１
０
０
０
円
分

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
渡
し
す
る
。

委員会審査

予
算
決
算
委
員
会

なるとソフトノミックスパーク
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❷秋岡　芳郎（会派　創心クラブ）

問
食
料
品
価
格
上
昇
、
原
油
価
格
の
高
騰

お
よ
び
円
安
が
続
い
て
い
る
。
今
回
の
補

正
予
算
な
ど
に
計
上
さ
れ
て
い
る
支
援

策
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
で
家
計
負
担

増
が
大
変
重
荷
に
な
っ
て
い
る
方
の
生

活
支
援
策
は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
と
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に

よ
る
生
活
へ
の
影
響
は
、
こ
れ
か
ら
も
長

期
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
財
源
の

確
保
に
も
努
め
な
が
ら
、
適
時
的
確
に
低

所
得
者
な
ど
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
策
が

実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問
鳴
門
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
車
道
の
上
の
樹

木
を
県
と
連
携
し
て
伐
採
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。
四
方
見
展
望
台
の
公
衆
ト

イ
レ
横
の
樹
木
を
取
り
除
き
、
瀬
戸
内
海

と
ウ
チ
ノ
海
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
四
方
見
展
望

台
の
ウ
チ
ノ
海
側
に
、
ハ
ー
ト
島
（
鏡

島
）
を
紹
介
す
る
看
板
な
ど
を
設
置
で
き

な
い
の
か
。

答
鳴
門
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
樹
木
の
管
理

は
、
県
が
随
時
伐
採
を
行
っ
て
い
る
が
管

理
範
囲
が
広
い
た
め
、
行
き
届
い
て
い
な

い
箇
所
も
あ
る
。
現
状
把
握
に
努
め
、
県

に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
対
応
に

つ
い
て
県
と
協
議
を
す
る
。
四
方
見
展
望

台
の
景
観
を
阻
害
す
る
樹
木
は
、
市
が
優

先
順
位
の
高
い
箇
所
か
ら
順
次
剪
定
を

実
施
し
て
行
く
。
今
年
度
中
に
、
鏡
島
を

Ｐ
Ｒ
す
る
看
板
を
設
置
す
る
。

問
本
市
の
地
理
を
考
え
て
の
観
光
コ
ー

ス
、
渦
な
ど
の
雄
大
な
自
然
コ
ー
ス
、
歴

史
に
触
れ
る
コ
ー
ス
な
ど
の
独
自
の
観
光

コ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
み
て
は
。

答
歴
史
や
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
取
り

入
れ
た
周
遊
コ
ー
ス
も
検
討
す
る
。

代　表　質　問
一　般　質　問

1．市長の政治姿勢について
⑴ 第七次鳴門市総合計画策定事業
について

2．スポーツ行政について
⑴ スポーツ施設について
⑵ 子どものスポーツ推進について
⑶ サイクルツーリズムの推進につ
いて

❶叶井　克典（会派　潮）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 経済対策について
⑵ 観光行政について

❺高麗　裕之（会派　未来）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 高齢者・障がい者生活支援商品
券給付事業について

⑵ 中小企業・小規模事業者への支
援策について

2．教育行政について
⑴ 教育振興計画について
⑵ 鳴門東小学校の児童数について
⑶ 学校再編の現状について

❻浜　　盛幸（会派　公明党）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 脱炭素先行地域について
2．水道行政について
⑴ 折野川筋地区飲料水供給施設に
ついて

❹梶　　達矢（会派　ナルト地方創生会）
1．鳴門の魅力について
⑴ 産業、観光、自然環境について
2．鳴門の未来について
⑴ 四国のゲートウェイ化推進事業
について

⑵ デジタル技術の活用について
⑶ 農業の担い手不足による影響に
ついて

❸宅川　靖次（会派　平成なると）
1．市長の政治姿勢について
⑴ 地域コミュニティについて
⑵ 鳴門地方卸売市場について
⑶ 環境行政について

支
援
が
行
き
届
か
な
い
方
へ

の
支
援
を

観
光
都
市
に

　
　

ふ
さ
わ
し
い
環
境
を

分
野
ご
と
の

　
　

観
光
コ
ー
ス
の
設
定
を

会
派　

潮

代
表
質
問

叶
井 

克
典

か
な

い

か
つ
の
り

ハート島（鏡島）

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「会議録を見てみよう」に記載の方法でご覧ください》＊
〈議員・理事者は全員マスクを着用し発言を行っています〉
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問
新
し
く
策
定
さ
れ
る
第
７
次
鳴
門
市

総
合
計
画
の
作
成
方
針
と
コ
ン
セ
プ
ト

を
問
う
。

答
鳴
門
市
総
合
計
画
審
議
会
で
検
証
を

行
い
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
立

地
適
正
化
計
画
な
ど
と
の
整
合
性
に
留

意
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
・
人
口
流
出
対

策
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観

光
・
地
場
産
業
の
振
興
、
さ
ら
に
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
の
さ
ら
な
る
推
進
に
よ
る
危

機
管
理
・
防
災
対
策
の
充
実
強
化
に
努
め

る
。
具
体
的
に
、
な
る
と
ま
る
ご
と
子
育

て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
な
ど
で
子
育

て
世
代
の
定
住
人
口
確
保
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
行
政
課
題
の
抽
出
と
そ
の
対
応
の
方

向
性
を
把
握
す
る
。

問
ア
リ
ー
ナ
型
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
整
備
の
方
針

と
県
営
鳴
門
球
場
の
プ
ロ
野
球
公
式
戦

を
見
据
え
た
改
修
計
画
へ
の
市
と
し
て

の
対
応
を
問
う
。

答
市
の
財
政
負
担
の
平
準
化
や
収
支
見

通
し
な
ど
を
勘
案
し
、
公
共
施
設
全
体
の

最
適
配
置
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
に
に

ぎ
わ
い
と
経
済
効
果
を
生
み
出
す
ア
リ
ー

ナ
型
で
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
新
た

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
要
件
の
整
理
を
は

じ
め
、
民
間
活
力
を
導
入
し
た
管
理
運
営

方
針
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い

る
。
県
営
鳴
門
球
場
の
整
備
に
よ
る
プ
ロ

野
球
開
催
実
現
に
向
け
て
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
、

県
や
野
球
関
係
団
体
な
ど
と
密
に
連
携

を
取
り
、
情
報
収
集
に
努
め
て
地
域
の
活

性
化
に
繋
げ
る
。

第
７
次
鳴
門
市
総
合
計
画

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
に
つ
い

て
の
認
識
は
。
ま
た
、
今
後
の
推
進
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

答
自
分
が
暮
ら
す
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、

住
み
良
い
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
災
害
時
な
ど
困
っ
た
時
に
は

助
け
合
う
と
い
っ
た
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
同
士
が
つ
な
が

り
合
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
町
内
会
な
ど
へ
の
加
入
促

進
を
図
り
、
町
内
会
な
ど
の
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
民
営
化
か
ら
３
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、
市
場
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
市
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
場
の
施
設

の
管
理
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

答
運
営
状
況
の
報
告
な
ど
に
つ
い
て
は
、

管
理
法
人
が
徳
島
県
知
事
に
行
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
聞
き
取
り

な
ど
に
よ
り
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。

財
産
な
ど
の
管
理
も
管
理
法
人
が
善
良

な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
維
持
管
理

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
地
域
の
物
流
の
拠
点
施
設
と
し
て

適
正
な
市
場
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
県
と
も
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

問
里
浦
最
終
処
分
場
の
撤
去
に
向
け
た

計
画
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の

よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
。

答
里
浦
最
終
処
分
場
の
撤
去
に
は
多
額

の
経
費
が
必
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
計
画

は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在
は
、
適
正

な
管
理
を
行
う
た
め
、
施
設
の
維
持
管
理

や
水
質
な
ど
の
調

査
、
除
草
な
ど
の

現
場
管
理
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
適
正

な
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
元

の
里
浦
処
分
場
対

策
協
議
会
と
協
議

を
続
け
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

里
浦
最
終
処
分
場
の
今
後

代
表
質
問

宅
川 

靖
次

た
く
か
わ

や
す

じ

会
派　

平
成
な
る
と

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
の
実
現
を

鳴
門
地
方
卸
売
市
場

オロナミンＣ球場

里浦最終処分場

秋
岡 

芳
郎

あ
き
お
か

よ
し
ろ
う

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「会議録を見てみよう」に記載の方法でご覧ください》＊
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問
定
住
人
口
確
保
と
交
流
人
口
拡
大
に
向

け
、
東
西
南
北
各
所
の
ゲ
ー
ト
の
役
割
が

重
要
だ
が
、
推
進
状
況
と
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
西
の
ゲ
ー
ト
は
道
の
駅
「
第
九
の
里
」、

北
の
ゲ
ー
ト
は
「
Ｊ
Ｆ
北
灘
さ
か
な
市
」、

南
の
ゲ
ー
ト
は
道
の
駅
「
く
る
く
る　

な
る

と
」
を
整
備
し
た
。
東
の
ゲ
ー
ト
は
民
間
投

資
や
民
間
活
力
を
活
か
し
た
い
。

　

今
後
は
、
３
つ
の
ゲ
ー
ト
を
活
用
し
た

周
遊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
の
滞
在
型

観
光
に
資
す
る
施
策
や
近
隣
市
町
に
あ
る

交
流
拠
点
施
設
と
の
広
域
連
携
を
深
め
、

さ
ら
に
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
や
大
阪
・
関

西
万
博
、
大
鳴
門
橋
自
転
車
道
開
通
な
ど

を
見
据
え
、
国
内
外
か
ら
誘
客
を
図
る
施

策
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
交
流
人
口
の

拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化

が
急
速
に
進
ん
だ
が
、
本
市
は
自
治
体
Ｄ

Ｘ
に
向
け
た
方
針
や
取
り
組
み
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
本
市
で
は
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
や

目
標
を
掲
げ
た
「（
仮
称
）
鳴
門
市
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
計

画
策
定
と
並
行
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
利

便
性
向
上
や
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
利
用
に
不
慣
れ
な
方
へ

の
相
談
や
支
援
に
注
力
し
、
誰
も
が
デ
ジ

タ
ル
化
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
改
革
を
推

進
し
た
い
。

四
国
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

 

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
向
け
た

　
　

本
市
の
方
針
や
考
え
方

問
生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
は
、
家
庭
に

影
響
が
大
き
い
。
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
、
多
く
の
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。
全

市
民
を
対
象
と
し
た
支
援
策
と
し
て
、
市

民
に
一
律
に
う
ず
と
く
商
品
券
を
給
付
し

て
は
ど
う
か
。

答
物
価
高
騰
が
一
段
と
激
し
さ
を
増
す
中

で
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
生
活
に
多
大
な

影
響
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
あ
る
方
を
支
援
す
る
た
め
一
人
５
０

０
０
円
分
の
う
ず
と
く
商
品
券
を
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
皆
様
に
お
届
け
す
る
。

財
源
は
、
国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
そ
れ
で
も
財
源
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
不
足
分
を
本
市
独
自
財
源

で
対
応
し
て
い
る
。
今
後
は
、
国
な
ど
へ

の
要
望
、
財
源
の
確
保
に
も
努
め
な
が

ら
、
支
援
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

要
望
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
人
を
支

援
し
、
強
力
な
支
援
策
を
要
望
す
る
。

問
鳴
門
市
で
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
お

り
、
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
る
。
子

ど
も
の
数
が
減
少
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

学
校
や
幼
稚
園
の
在
り
方
、
学
校
再
編
は

ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
む
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
に
島
田
小
学
校
、
北
灘
東
小

学
校
、
瀬
戸
小
学
校
の
３
校
を
休
校
、
北

灘
西
小
学
校
を
閉
校
、
島
田
幼
稚
園
、
瀬

戸
幼
稚
園
を
は
じ
め
と
す
る
８
園
を
閉

園
、
成
稔
幼
稚
園
１
園
を
公
私
連
携
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
。
再

編
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
学

校
へ
の
思

い
を
大
切

に
し
、
意

見
交
換
の

下
、
ご
理

解
を
い
た

だ
き
な
が

ら
進
め
て

い
く
。

要
望
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

が
輝
く
た
め
に
、
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を

要
望
す
る
。

市
民
に
一
律
に
５
０
０
０
円

の
う
ず
と
く
商
品
券
を

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ

る
豊
か
な
教
育
環
境
を

代
表
質
問

梶
　 

達
矢

か
じ

た
つ

や

会
派　

ナ
ル
ト

　
　
　

地
方
創
生
会

高
麗 

裕
之

こ
う
ら
い

ひ
ろ
ゆ
き

会
派　

未
来

島田小学校

道の駅「くるくる　なると」

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「会議録を見てみよう」に記載の方法でご覧ください》＊
〈議員・理事者は全員マスクを着用し発言を行っています〉
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個　人　質　問
1．子育て支援について
⑴ なるとまるごと子育て応援パッ
ケージ事業について

⑵ 新生児出生による指定ごみ袋の
無償交付について

⑶ 保育園における使用済み紙おむ
つの持ち帰りについて

2．関係人口の創出を目指す施策について
⑴ 新しい働き方「ワーケーション」
の誘致について

❶山根　　巌

1．地域コミュニティについて
⑴ 地域コミュニティの現状と課題
について

⑵ 地域コミュニティ活性化への取
り組みについて

2．ふるさと納税について
⑴ 個人版ふるさと納税への取り組
みについて

⑵ 企業版ふるさと納税（地方創生応
援税制）への取り組みについて

❹長濱　賢一

1．新型コロナウイルス感染症について
⑴ 子どもたちへの影響について
⑵ 感染状況について
⑶ ワクチン接種の影響について

❼東谷　伸治

問
２
０
１
５
年
に
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の

気
候
変
動
の
解
決
に
向
け
て
パ
リ
協
定

が
採
択
さ
れ
、
世
界
共
通
の
長
期
目
標
と

し
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
が
合
意
さ
れ
た
。
国
に
お
い
て
は
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
、
電
力
消
費
に
伴
う
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
０
に
す
る
自

治
体
な
ど
を
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
と
し

て
全
国
で
１
０
０
か
所
以
上
つ
く
り
、
予

算
を
優
先
的
に
配
分
す
る
政
策
を
進
め

て
い
る
が
、
本
市
の
場
合
、
条
件
も
整
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
策
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
応
募
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
。

答
本
市
に
お
い
て
は
、
脱
炭
素
化
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、
令
和
５
年
度
を
目

途
に
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
区
域
施

策
編
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
今
後
、
施
策
横
断
的
な
組
織
の
運

営
体
制
の
構
築
や
業
務
の
集
中
化
な
ど

へ
の
対
応
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

若
手
職
員
な
ど
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
、

脱
炭
素
に
関
す
る
専
門
部
署
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
効

果
や
課
題
に
つ
い
て
精
査
し
た
上
で
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問
施
設
全
体
の
老
朽
化
や
降
雨
時
の
水

の
濁
り
、
井
戸
水
の
水
量
不
足
な
ど
が
指

摘
さ
れ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答
使
用
開
始
か
ら
30
年
が
経
過
し
て
お

り
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。
安
定
的
な

水
の
供
給
継
続
の
た
め
令
和
３
年
３
月

に
鳴
門
市
飲
料
施
設
個
別
施
設
計
画
を

策
定
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
計
画
的
に
配

水
管
の
布
設
替
え
を
行
っ
て
い
く
。
水
質

に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
飲
料
水
と

し
て
問
題
が
な
い
と
の
検
査
結
果
が
出
て

い
る
が
、
平
成
27
年
に
実
施
し
た
ろ

過
砂
な
ど
の
更
新
に
つ
い
て
改
め
て
検

討
し
、
浄
水
機
能
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
。
今
後
も
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給

で
き
る
よ
う
、

計
画
的
に
施

設
の
維
持
管

理
を
図
っ
て

い
く
。

脱
炭
素
先
行
地
域

❷小西　　努
1．スポーツ行政について
⑴ スポーツ振興基金について
⑵ 鳴門市総合運動場について
2．観光行政について
⑴ ご当地ゆるキャラの見直しについて
⑵ Ｂ級グルメの開発について
3．サイクリングロードについて
⑴ 大鳴門橋からのコースの整備に
ついて

❺前田ナツ子
1．ケアラー支援について
⑴ ヤングケアラー支援対策について
2．子どもの貧困について
⑴ ひとり親家庭の支援について
3．市民サービスについて
⑴ おくやみ窓口の周知について

❽江戸　貴志
1．プロスポーツの活用について
⑴ オロナミンＣ球場の改築に向け
た県との連携強化について

⑵ プロスポーツを通じた地域経済
活性化について

2．都市計画マスタープラン及び立
地適正化計画について
⑴ 都市計画マスタープランの見直し
及び立地適正化計画の策定について

❸八木　　亨
1．環境行政について
⑴ 悪臭問題について

❻三津　良裕
1．安全なまちづくりについて
⑴ 道路の安全確保について
⑵ 歩道の安全確保について
2．助け合い、支え合いの地域づく
りについて
⑴ 自治振興会の充実、活性化につ
いて

⑵ 町内会・コミュニティの充実、
活性化について

3．市民協働によるまちづくりにつ
いて
⑴ 職員専任制度について

❾上田　公司
1．新型コロナウイルス感染症対策に
ついて
⑴ マスク着用について
2．学校給食について
⑴ 食の安心・安全と食育について
3．環境政策について
⑴ クリーンセンターについて

折
野
川
筋
地
区

 

飲
料
水
供
給
施
設

個
人
質
問

折野川筋地区
飲料水供給施設

代
表
質
問

浜
　 

盛
幸

は
ま

せ
い
こ
う

会
派　

公
明
党
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問
市
長
の
公
約
の
中
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
振

興
基
金
の
創
設
の
内
容
を
伺
う
。

答
よ
り
一
層
の
競
技
力
向
上
の
支
援
と
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
検

討
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
全
国
大
会
に
出

場
す
る
際
の
経
費
負
担
支
援
を
新
た
に
つ

く
り
直
し
、
競
技
に
集
中
で
き
る
よ
り
良

い
環
境
を
整
え
た
い
。

問
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
の
改
築
が
来
年
行

わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ

り
球
場
が
鳴
門
市
総
合
運
動
場
（
市
営
球

場
）
の
み
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
正
直
、

現
状
の
設
備
の
ま
ま
で
は
不
十
分
甚
だ
し

い
。
早
急
な
整
備
が
必
要
だ
が
、
市
の
考

え
は
。

答
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
の
改
築
に
よ
り
、

鳴
門
市
総
合
運
動
場
の
需
要
が
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
も
利
用
者
な
ど

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
必
要
に
応
じ
た
環

境
整
備
に
取
り
組
む
。

要
望
先
ず
は
、
最
低
限
必
要
な
ス
コ
ア

ボ
ー
ド
、
時
計
、
観
戦
場
所
の
確
保
（
観
戦

用
ベ
ン
チ
な
ど
）
を
至
急
お
願
い
す
る
。

問
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想
の
展
望

を
伺
う
。
大
鳴
門
橋
桁
下
に
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
を
整
備
し
、
南
あ
わ
じ
市
、
鳴

門
市
、
東
か
が
わ
市
の
３
市
を
繋
い
で
活

性
化
を
図
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
を
機
に
鳴

門
市
内
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備

も
同
時
進
行
で
計
画
、
実
行
し
て
安
全
・

安
心
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
整
備
し

て
ほ
し
い
。

答
大
鳴
門
橋
自
転
車
道
の
早
期
開
通
に
向

け
た
機
運
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
瀬
戸

内
海
を
一
周
す
る
「
セ
ト
イ
チ
」
と
い
っ

た
広
域
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
検
討
や

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ
環
境
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

問
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
結
婚
・
新
生
活
、
妊
娠
・
出
産
、
就
学

前
か
ら
高
校
、
住
宅
取
得
ま
で
の
各
ス

テ
ー
ジ
の
子
育
て
世
代
を
包
括
的
に
応
援

す
る
た
め
の
15
の
新
規
事
業
で
、
第
２
子

保
育
料
無
償
化
事
業
は
４
月
時
点
に
お
け

る
対
象
者
１
６
０
人
の
方
に
対
し
保
育
料

の
減
免
を
行
っ
て
お
り
、
他
の
事
業
に
つ

い
て
も
順
次
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

問
新
生
児
出
生
時
に
無
償
交
付
し
て
い
る

指
定
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
や
数
量
の
変
更
に

つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
事
業
開
始
以
来
10
年
が
経
過
し
生
活
様

式
な
ど
の
変
化
に
伴
い
子
育
て
世
帯
の

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
無
償
交
付
す
る
指
定
ご
み
袋
の
サ

イ
ズ
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
本
市
の
公
立
・
私
立
の
保
育
園
で
の
使

用
済
み
の
紙
お
む
つ
の
処
理
の
対
応
状
況

と
、
仮
に
保
育
園
な
ど
で
処
理
し
た
場
合

の
処
理
費
用
は
。

答
公
立
保
育
所
２
施
設
は
、
施
設
で
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
保
護
者
に
持
ち
帰
り
を

依
頼
。
私
立
認
可
保
育
施
設
は
、
５
月
現

在
、
８
施
設
が
持
ち
帰
り
を
依
頼
、
５
施

設
は
施
設
で
処
分
。
そ
の
他
、
施
設
で
一

部
処
理
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
４
・
５
歳

児
の
み
の
た
め
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
な

い
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
１
施
設
。

　

処
理
費
用
は
、
児
童
一
人
当
た
り
月
額

７
０
０
円
程
度
か
か
る
見
込
み
で
保
育
施

設
を
利
用
し
て
い
る
０
歳
か
ら
２
歳
児
を

５
０
０
人
と
し
た
場
合
、
年
間
約
４
２
０

万
円
の
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
施
設
に
お
け
る
処
分
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
や
施
設
の
ニ
ー
ズ
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
創
設

鳴
門
市
総
合
運
動
場
の
整
備

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整

備

な
る
と
ま
る
ご
と
子
育
て

　
　

応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

新
生
児
出
生
時
に
無
償

　

交
付
さ
れ
る
指
定
ご
み
袋

個
人
質
問

保
育
園
で
の
使
用
済
み

　
　
　
　

紙
お
む
つ
の
処
理

鳴門総合運動公園

なるとまるごと
子育て応援パッケージ事業の

　パンフレット

山
根 

　
巌

や
ま

ね

い
わ
お

小
西 

　
努

こ

に
し

つ
と
む

（
潮
）
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個
人
質
問

問
鳴
門
市
西
部
の
大
麻
町
に
は
四
国
八

十
八
か
所
霊
場
１
番
札
所
の
霊
山
寺
や

２
番
札
所
の
極
楽
寺
、
大
麻
比
古
神
社
、

第
１
次
世
界
大
戦
の
ド
イ
ツ
捕
虜
に
関

わ
る
史
跡
、
遺
構
の
数
々
、
そ
れ
ら
を
紹

介
す
る
ド
イ
ツ
館
、
賀
川
豊
彦
記
念
館
、

道
の
駅
「
第
九
の
里
」
な
ど
が
あ
り
、
多

く
の
方
が
訪
れ
る
が
、
こ
の
地
区
で
は
異

様
な
不
快
臭
が
漂
っ
て
い
る
。
板
東
駅
を

利
用
し
て
い
る
人
が
臭
い
に
不
快
感
を

覚
え
て
い
る
話
や
、
住
居
の
移
転
を
真
剣

に
考
え
て
い
る
人
が
多
数
い
る
と
い
う

話
も
耳
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
鳴

門
市
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
観

光
イ
メ
ー
ジ
に
も
大
打
撃
を
与
え
る
も
の

と
考
え
る
。

　

大
麻
町
板
東
地
区
の
悪
臭
問
題
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
対
応
し
て
き
た
の
か
。
板

野
町
や
県
と
の
連
携
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
周
辺
住
民
の
方
か
ら
複
数
回
苦
情
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
対
応
を
行
っ

て
き
た
。
平
成
30
年
３
月
に
は
業
者
に

依
頼
し
畜
産
に
関
係
す
る
10
項
目
に
つ

い
て
悪
臭
測
定
を
行
っ
た
結
果
、
全
て
の

項
目
に
お
い
て
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く

規
制
基
準
以
内
の
数
値
で
あ
っ
た
。
今
後

は
、
引
き
続
き
悪
臭
対
策
に
つ
い
て
事
業

者
に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
実
施
時
期

や
実
施
場
所
に
つ
い
て
周
辺
住
民
の
方

と
相
談
し
た
上
で
、
改
め
て
悪
臭
測
定
を

行
い
、
現
状
の
把
握
に
努
め
る
。

　

県
に
つ
い
て
は
、
畜
産
事
業
者
へ
の
指

導
と
い
う
形
で
現
地
訪
問
し
、
定
期
的
な

検
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
検
査
結
果
は

適
正
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
板

野
町
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
民
の
方
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
際
に
は
、
現
地
訪
問
に
同

行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

大
麻
町
板
東
地
区
の

　
　
　
　
　
　

悪
臭
問
題

八
木 

　
亨

や

ぎ

と
お
る

長
濱 

賢
一

な
が
は
ま

け
ん
い
ち

問
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
事

業
の
報
告
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

本
市
に
は
、
世
界
で
も
唯
一
無
二
の
ス

キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
企
業
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

移
住
促
進
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
な
ど
、
新
し
い
地
域
創
生
事
業
を
創

出
で
き
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
実
施
し
た
事

業
の
主
な
も
の
を
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
表
し
て
い
る
。

　

地
域
企
業
と
の
連
携
も
含
め
、
市
、
寄

附
企
業
の
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

さ
ら
な
る
活
用
を
検
討
す
る
。

要
望
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
地
方
創

生
事
業
に
つ
い
て
、
寄
附
者
、
市
民
、
議

会
へ
分
か
り
や
す
く
事
前
・
事
後
に
報
告

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
市
の
先
進
的
企
業

と
連
携
し
、
移
住
促
進
や
企
業
誘
致
な
ど

に
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

問
本
市
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
と

活
性
化
や
課
題
解
決
に
つ
い
て
問
う
。

答
自
治
会
な
ど
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

地
域
へ
の
関
心
の
低
下
や
地
域
の
担
い
手

不
足
な
ど
の
深
刻
な
課
題
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
加
入
促
進

や
地
域
づ
く
り
事
業
活
性
化
補
助
金
の
交

付
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

要
望
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
解
決
や

活
性
化
の
た
め
に
は
、
行
政
が
地
域
ご
と

の
現
状
を
早
急
に
把
握
し
、
分
析
・
検
証

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域

ご
と
に
行
政
側
担
当
を
定
め
、
地
域
の
会

合
や
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

地
域
と
密
接
な
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
自
治
会
活
動

や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

間
の
連
携
強

化
な
ど
の
た

め
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の

Ｄ
Ｘ
化
を
提

案
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

（
平
成
な
る
と
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　
　
　
　

課
題
解
決
を

畜産（イメージ）
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問
街
路
樹
や
雑
草
、
周
辺
の
植
え
込
み
の

ツ
ツ
ジ
な
ど
が
一
年
を
通
し
て
、
細
や
か

な
伐
採
や
除
草
、
低
く
小
さ
く
剪
定
さ
れ

て
い
な
い
。
特
に
市
役
所
と
立
岩
の
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
周
辺
、
渦
潮
高
校
か
ら
第

一
小
学
校
に
か
け
て
の
広
い
道
、
桑
島
の

水
道
会
館
の
周
辺
な
ど
、
歩
行
者
を
確
認

し
に
く
く
、
車
の
通
行
の
安
全
性
に
支
障

が
あ
る
。
ま
た
、
街
路
樹
の
根
が
路
面
を

盛
り
上
げ
て
、
通
行
に
危
険
な
歩
道
や
通

学
路
が
数
多
く
あ
る
。
車
道
や
歩
道
の
安

全
確
保
と
街
路
樹
の
維
持
管
理
は
。

答
道
路
管
理
者
と
協
議
し
、
支
障
部
分
の

剪
定
や
樹
木
の
撤
去
な
ど
、
必
要
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
。
道
路
を
安
全
で
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
街
路
樹
の
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
る
。

要
望
通
行
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
危
険

性
を
回
避
す
る
措
置
と
し
て
、
年
間
を
通

し
て
伐
採
、
除
草
、
剪
定
を
行
っ
て
ほ
し

い
。

問
最
近
は
町
内
会
・
自
治
会
の
加
入
率
が

低
迷
。
お
世
話
人
の
成
り
手
が
不
足
し
活

動
が
停
滞
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
自
治

振
興
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
・
活
性
化
へ
の
鳴
門
市
の
取
り
組
み

は
。

答
自
治
振
興
会
の
活
動
充
実
の
た
め
に
地

域
づ
く
り
事
業
活
性
化
補
助
金
を
交
付

し
、
支
援
し
て
い
る
。

問
公
民
館
に
、
鳴
門
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
お
よ
び
基
本
原
則
を
定
め
た
最

高
規
範
性
を
持
つ
鳴
門
市
自
治
基
本
条
例

の
主
旨
を
具
現
化
し
た
、
市
民
と
行
政
と

議
会
と
を
結
ぶ
地
域
担
当
職
員
を
専
任
、

配
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
課
題
も
あ
り
、
引
き
続
き
調
査
研
究
が

必
要
。
地
域
と
行
政
の
連
携
方
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

問
本
市
に
よ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

調
査
の
結
果
と
国
が
定
め
る
集
中
取
組
期

間
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。
社
会
的
認
知

度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
福
祉
・
介
護
・

教
員
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

支
援
体
制
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答
本
年
２
月
に
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年

生
を
対
象
に
実
態
調
査
を
実
施
。
結
果
、

家
族
や
親
戚
の
世
話
を
し
て
い
る
と
の
回

答
が
小
学
生
で
は
９
・
３
％
、
中
学
生
で

は
５
・
５
％
。
問
題
解
決
に
向
け
情
報
共

有
や
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
適
切
な

対
応
を
行
っ
て
い
く
。
集
中
取
組
期
間
の

取
り
組
み
と
し
て
、
女
性
子
ど
も
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
ほ
か
、

出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
に
鳴
門
教
育
大
学

と
の
連
携
講
座
と
し
て
「
子
ど
も
の
貧

困
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
を
新
設
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
安
定
な
生
活
が
長
期

化
。
さ
ら
に
、
原
油
・
食
料
品
な
ど
の
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
を

対
象
と
し
た
市
の
取
り
組
み
は
。

答
国
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

に
市
独
自
に
５
万
円
を
上
乗
せ
し
、
子
ど

も
一
人
当
た
り
10
万
円
を
支
給
。
食
料

品
や
食
事
提
供
に
関
す
る
市
独
自
の
支

援
策
と
し
て
フ
ー
ド
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、

提
供
い
た
だ
い
た
食
料
品
な
ど
を
生
活

困
窮
者
へ
提
供
す
る
な
ど
、
支
援
に
努
め

て
い
る
。

問
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
上
で
の

お
く
や
み
窓
口
の
周
知
の
考
え
は
。

答
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
活
用
。
今
後
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
、
周
知
拡
大
に
努
め

る
。

車
道
や
歩
道
の
安
全
確
保

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　
　
　
　
　

活
性
化

市
民
協
働
の
職
員
専
任
制
度

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
調
査
結
果

と
支
援
対
策
の
取
り
組
み

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
策

個
人
質
問

お
く
や
み
窓
口
の
周
知

フードポスト
本庁舎２階

市民協働推進課前に設置

道路にはみ出した雑草

三
津 

良
裕

み

つ

よ
し
ひ
ろ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

前
田
ナ
ツ
子

ま
え

だ

な

つ

こ

（
公
明
党
）
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東
谷 

伸
治

ひ
が
し
だ
に

し
ん

じ

江
戸 

貴
志

え

ど

た
か

し

（
ナ
ル
ト
地
方
創
生
会
）

（
ナ
ル
ト
地
方
創
生
会
）

個
人
質
問

問
マ
ス
ク
着
用
が
子
ど
も
た
ち
の
発
達
に

与
え
る
影
響
は
。
ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
に

よ
る
熱
中
症
対
策
は
。

答
乳
幼
児
期
に
お
い
て
周
囲
の
大
人
た
ち

の
表
情
や
仕
草
が
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る

影
響
は
大
き
く
、
保
育
士
な
ど
の
施
設
職

員
が
マ
ス
ク
を
し
て
保
育
を
行
っ
て
い
る

現
状
は
、
望
ま
し
い
環
境
で
は
な
い
こ
と

は
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て

は
、
文
科
省
よ

り
、
小
中
学
校
の

体
育
の
授
業
お
よ

び
運
動
部
活
動
中

は
、
マ
ス
ク
を
外

す
よ
う
求
め
る
旨
の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
適
切
な
対
応
を
求
め
て
い

る
。

問
小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
考
え
は
。

答
接
種
意
思
の
決
定
に
際
し
て
は
、
保
護

者
と
ご
本
人
に
接
種
の
意
思
を
冷
静
に
ご

判
断
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
接
種
券
の
送
付
に
併
せ
、
情
報
提
供

に
努
め
る
。

問
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
副
反

応
な
ど
の
状
況
は
。

答
接
種
後
に
、
注
射
し
た
部
分
の
痛
み
、

疲
労
、
頭
痛
な
ど
が
50
％
以
上
、
関
節
の

痛
み
、
寒
気
、
下
痢
、
発
熱
な
ど
が
10
〜

50
％
の
割
合
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

小
児
へ
の
接
種
に
お
い
て
も
同
様
。
死
亡

例
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
２
月

17
日
か
ら
令
和
４
年
４
月
17
日
ま
で
に

お
い
て
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
は

１
５
４
９
件
、
武
田
・
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ

ク
チ
ン
は
１
４
０
件
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ

社
製
ワ
ク
チ
ン
は
１
件
の
報
告
が
さ
れ

て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ

ン
と
の
因
果
関
係
が
あ
る
と
結
論
づ
け
ら

れ
た
事
例
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
評
価
・
分
析
は
厚
労
省
の
審
議
会
で

継
続
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
状
況
を
注
視
す
る
。

マ
ス
ク
が
子
ど
も
の

　
　
　

発
達
に
与
え
る
影
響

小
児
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
の
改
築
後
、
プ
ロ

野
球
の
オ
ー
プ
ン
戦
・
公
式
戦
の
開
催
実

現
に
向
け
、
県
と
連
携
し
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

鳴
門
市
に
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
た
め
の

取
り
組
み
と
は
。
鳴
門
市
出
身
の
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
積

極
的
に
交
流
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
所
見

を
聞
き
た
い
。

答
今
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
徳
島
県
鳴

門
総
合
運
動
公
園
野
球
場
整
備
基
本
計

画
に
お
い
て
、
公
認
野
球
規
則
な
ど
に
定

め
ら
れ
る
施
設
基
準
を
踏
ま
え
て
、
プ
ロ

野
球
開
催
に
対
応
す
る
設
備
や
機
能
を

備
え
た
野
球
場
と
す
る
と
の
整
備
方
針

が
示
さ
れ
、
現
在
、
県
が
改
築
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
る
。
プ
ロ
野
球
の
開
催

に
よ
り
、
選
手
や
球
団
関
係
者
に
加
え
、

報
道
関
係
者
や
全
国
か
ら
多
く
の
フ
ァ

ン
が
訪
れ
、
交
流
人
口
の
増
加
や
地
域
へ

の
経
済
効
果
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後

は
開
催
に
向
け
て
早
い
段
階
か
ら
県
と

連
携
し
、
受
入
れ
環
境
の
整
備
や
機
運
の

醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
や
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

な
ど
の
地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と

の
連
携
強
化
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
公
式
戦

の
誘
致
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
交

流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
。
本
市
出
身
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
の
交

流
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
現

役
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
野
球
選
手

を
は
じ
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手

権
で
メ
ダ
リ
ス
ト
に
輝
か
れ
た
選
手
な

ど
著
名
な
ア
ス
リ
ー
ト
が
生
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
方
々
は
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
、

市
民
の
誇
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
交
流
を

図
る
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

　
　
　
　
　

地
域
活
性
化

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「会議録を見てみよう」に記載の方法でご覧ください》＊
〈議員・理事者は全員マスクを着用し発言を行っています〉
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問
市
は
、
「
障
害
や
病
気
の
症
状
が
あ
っ

て
マ
ス
ク
を
着
用
で
き
な
い
方
が
い
る
こ

と
を
知
り
、
そ
の
特
性
や
事
情
を
理
解

し
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
接
し
ま

し
ょ
う
」
と
注
意
喚
起
し
て
い
る
が
、
実

際
に
は
マ
ス
ク
が
着
用
で
き
な
い
方
に
対

し
て
施
設
利
用
を
断
る
事
態
が
起
き
て
い

る
。
市
民
が
マ
ス
ク
を
着
用
で
き
な
い
理

由
を
示
し
た
場
合
、
マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず

と
も
市
の
施
設
は
利
用
で
き
る
の
か
。

答
今
後
、
本
庁
舎
な
ど
に
つ
い
て
は
基
本

的
な
感
染
対
策
を
お
願
い
し
つ
つ
、
マ
ス

ク
が
着
用
で
き
な
い
方
へ
は
配
慮
を
欠
か

さ
ず
、
小
中
学
校
や
就
学
前
教
育
・
保
育

施
設
に
お
い
て

も
国
の
対
処
方

針
な
ど
を
踏
ま

え
、
適
切
に
対

応
す
る
。

問
市
は
、
４
月
か
ら
給
食
費
を
値
上
げ
し

た
上
で
、
物
価
高
騰
を
考
慮
し
２
か
月
分

の
減
免
を
す
る
と
し
て
い
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
に
よ
る
影
響
を
考
慮
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
が
落
ち
着
く
ま
で
値
上
げ
を
据

え
置
く
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
が
、
２
か
月

の
減
免
に
必
要
な
財
源
３
８
０
０
万
円
を

据
え
置
き
に
充
て
た
場
合
、
何
年
何
か
月

分
に
相
当
す
る
の
か
。

答
今
回
の
給
食
費
の
値
上
げ
に
伴
っ
て
小

中
学
校
の
給
食
費
収
入
の
増
額
分
は
年
間

で
約
１
４
０
０
万
円
と
な
り
、
３
８
０
０

万
円
と
単
純
に
比
較
す
る
と
約
２
年
８
か

月
分
と
な
る
。

問
市
は
完
全
燃
焼
の
範
囲
に
つ
い
て
、
当

初
は
二
次
燃
焼
室
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の

後
、
施
設
建
設
時
に
変
更
し
た
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
際
に
は
日
時
や
理
由
、
変
更

内
容
を
示
し
た
書
面
を
作
成
し
、
保
存
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
。

答
完
全
燃
焼
さ
せ
る
範
囲
に
つ
い
て
は
実

施
設
計
段
階
に
お
い
て
変
更
し
て
い
る

が
、
変
更
に
関
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
書

類
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
が
確

認
で
き
て
お
ら
ず
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
。

マ
ス
ク
を
着
用
で
き
な
い
方

へ
の
配
慮
を

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減

個
人
質
問

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

変
更
書
類
の
存
否

＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています《全文はＰ16「会議録を見てみよう」に記載の方法でご覧ください》＊
〈議員・理事者は全員マスクを着用し発言を行っています〉

上
田 

公
司

う
え

だ

じ

わけがありますく

こ
う

　第98回全国市議会議
長会定期総会において、
１名の議員が特別表彰を
受賞されました。
　また、第84回四国市議
会議長会定期総会におい
て、５名の議員が特別表
彰を、１名の議員が一般
表彰を受賞されました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議員表彰

あずま

東
まさ

正昇
のり

議長

うえ

上田 公司
だ こう じ

議員

たく

宅川 靖次
かわ やす じ

議員

やま

山根
ね

巌
いわお

議員

【四国・特別表彰】 12年以上在職議員

さ

佐藤 絹子
とう きぬ こ

議員

ひがし

東谷 伸治
だに しん じ

議員
はたけやま

圃山 俊作
しゅんさく

議員

〈議席順〉

【四国・特別表彰】16年以上在職議員【全国・特別表彰】
35年以上在職議員

【四国・一般表彰】
８年以上在職議員

15151515



※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

　次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認
することができます。
【議会事務局の窓口で見る】
①市役所本庁舎３階の議会事務局へ
お越しください。
②見たい会議録をお伝えください。

【ウェブサイトから見る】
①「鳴門市議会」を検索
②鳴門市議会公式ウェブサイト内
の「会議録検索システム」から
見たい会議録を検索

議会を動画で見てみよう！
　本会議と委員会の模様は、インターネット中
継と録画配信でご覧いただけます。なお、本会
議の模様は、テレビ鳴門でも生放送に加え、録
画放送を行っています。ぜひご覧ください。

《議会広報委員会》

URL  https://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

本会議や委員会などの 
傍聴について(お願い)

■会議録を見てみよう■

　新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、しばらくの間、本会議
や委員会などの傍聴については、
次のとおり傍聴人数を制限してお
ります。皆様のご理解とご協力を
お願いいたします。

　鳴門市議会では、市民の皆様からの議会活動に関する幅広いご
意見をいただくため、「鳴門市議会　ご意見箱」を設置しています。
　議会活動に関して日頃から感じられていることやお気づきの点
がございましたら、お気軽にご提出ください。

※ご意見に対する回答はいたしかねます。
個人情報に配慮の上、鳴門市議会公式ウェブサイトなどで紹介させて
いただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。
個人に対する誹謗・中傷などは、お断りいたします。

【提出方法】
　次のいずれかの方法でご提出ください。
①鳴門市議会公式ウェブサイトの「鳴門市議会
ご意見箱」ページから「入力フォーム」に必
要事項をご入力の上、送信してください。
https://www.city.naruto.tokushima.jp/gikai/ikenbako/index.html
②鳴門市役所 本庁舎１階 受付前にご意見箱を設置していますの
で、付属の用紙に必要事項をご記入の上、投函してください。 ※本会議の模様は、インターネットに

よる配信やテレビ鳴門での放送に
て、委員会の模様は、インターネッ
トによる配信にて、ご視聴いただけ
ますのでご利用ください。

議　　場：６人以内
委員会室：傍聴なし

～議会活動に関するご意見を募集しています～
ご　意　見　箱

委 員 長：江戸　貴志
副委員長：上田　公司
委　　員：八木　　亨・長濱　賢一・前田ナツ子

叶井　克典・野田　粋之・高麗　裕之
小西　　努

令和４年第３回定例会の日程（９月７日～９月29日）
日 月 火 水 木 金 土

９月４日
開会／本会議

全員協議会
予算決算委員会

予算決算委員会 予算決算委員会 予算決算委員会予算決算委員会

■（赤字）はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■（緑字）はインターネット中継を行います

一般質問
通告締切

一般質問（代表） 一般質問（個人）一般質問（個人） 総務文教委員会

生活福祉委員会 予算決算委員会産業建設委員会

本会議／閉会

全員協議会
予算決算委員会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

5 6 7 8 9 10

11 12 13 15 16 17

25 26 27 28 29 30 10月１日

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

18 19 20 21 22 23 24

14

1616


